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日
本
文
化
と
い
え
ば
、
以
前
は
茶
道
や
い
け
ば
な
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な
「
道
」
の
表
現
に

焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
今
で
は
生
活
様
式
や
建
築
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
庭
園
設
計
と
い
っ

た
領
域
に
お
い
て
、
日
本
な
ら
で
は
の
美
意
識
や
思
想
が
改
め
て
注
目
さ
れ
、
国
際
的
に

も
高
い
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
伝
統
文
化
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
が
〝
見
立
て
〞
で
す
。

見
立
て
は
日
本
独
自
の
感
性
価
値
創
造
の
方
法
で
あ
り
、
私
た
ち
の
空
間
や
暮
ら
し
そ
の
も
の
に
豊
か

さ
を
与
え
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
「
本
物
」
の
共
通
理
解
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
出
雲
流
庭
園
の
枯
山
水
は
本
物
の
風
景
を
知
る
か
ら
こ
そ
感
動
で
き
る
の
で
す
。
で
は
、

海
外
に
お
い
て
見
立
て
は
ど
の
よ
う
に
展
開
が
可
能
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
出
雲
の
人
々
に
受
け
継
が

れ
て
き
た
伝
統
文
化
が
海
外
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
と
い
っ
た
問
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
伝
統
文
化
の
見
立
て
を
基
盤
と
す
る
日
本
文
化
の
価
値
共
創
お
よ
び
海
外
展
開
を
テ
ー

マ
に
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
基
調
講
演
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
立
場
か
ら
の

お
も
て
な
し
研
究
の
専
門
家
に
よ
る
新
た
な
視
点
か
ら
の
知
見
を
共
有
し
、
事
例
発
表
で
は
組
立
式
日

本
庭
園
「
楽
庭
」
の
開
発
と
国
際
展
開
の
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
術
・
建
築
・
造
園
の
専

門
家
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
ど
の
よ
う
に

未
来
に
つ
な
ぎ
、
世
界
と
共
有
し
て
い
く
か
を
多
角
的
に
探
求
し
ま
す
。
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火7月29日

を

伝
統
的
文
化
と

日
本
の
お
も
て
な
し
の
価
値
を

海
外
に
届
け
る

お申し込み方法

申し込み締め切り
2025年7月28日（月）

右の二次元
コードを読
み取り、お
申し込みく
ださい

午後1時～ 4時



Traditional Japanese Culture

1 部
基調講演

事例発表

パネルディスカッション

「おもてなしと『見立て』」 ～日本文化における価値共創～

2 部 「日本庭園美術と伝統文化を海外に届ける」

3 部「日本の伝統文化を海外に届ける」

講師 神戸学院大学教授相島  淑美

関西学院大学
専門職大学院兼任講師

勝瀬  典雄

コーディネーター パネルメンバー

神戸学院大学
教授

相島  淑美

京都先端科学大学院
国際学術研究院
教授

森   一彦 
流通科学大学
人間社会学部観光学科
准教授

山川  拓也
㈱KMユナイテッド　
代表取締役社長
㈱竹延 オーナー

竹延  幸雄

一般財団法人
池坊華道会事業部長兼
東京事務所長
華道家元池坊正教授

徳持  拓也
㈱タケダ造園
代表取締役

竹田  和彦

見立てとは「あるものAを別のものBに置き換えて見ること」を意味します。たと
えば日本庭園の枯山水では、白い石や砂は水の流れに見立てられています。私
たちはそれを石や砂としてでなく水の流れとして見ることで心を動かされます。落
語で用いられる扇子や手拭いも見立てです。この技法は日本独自の表現方法で
あり、私たちの文化や感性に深く根付いています。基調講演では、見立てをキー
ワードに、日本文化としてのおもてなしについてとくにホスピタリティとの差異等に
触れながらお話できればと思っております。

発表者 ㈱タケダ造園代表・樹木医・島根県景観アドバイザー竹田  和彦
出雲流庭園の伝統を現代の暮らしに合わせて再解釈し、「楽庭」という新らしい
庭園スタイルを開発。暮らしに寄り添う感性空間として国内外に発信しています。
本年7月のヨーロッパ市場調査から、日本庭園の新たな価値と国際的な可能性を
提案します。


